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レーザー加工技術を福島第一原子力発電所の廃炉へ適用するには、加工時に発生する放射性物質を含有す

る微粒子の挙動等の把握が必要である。本研究では、レーザー照射部周辺を高速度カメラにより詳細に観察

し、得られた画像を解析することで、微粒子の飛散挙動を評価した。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所の廃炉では、高線量環境下での作業が想定されるため、ロボット等の遠隔技術と組

み合わせた加工技術が必要である。レーザー加工技術は、レーザー照射時の反力が殆ど無く、レーザーヘッ

ドが小型にできる等の特徴から遠隔技術との組み合わせに優れており、さらに、レーザー照射による切断幅

が狭く 2 次廃棄物量の低減にも貢献できるため廃炉への適用が期待される。このレーザー加工技術を廃炉に

適用するには、対象物が放射性物質であるため、作業員の被ばく低減や放射性物質を含有する微粒子の大気

中への飛散防止等の観点から、加工時に発生する微粒子の評価が望まれている。これまでに、微粒子の評価

に向けて、金属等の試験体にレーザー照射を行い、その様子を高速度カメラで観察した[1, 2]。本研究では、

シャドウグラフ撮影及び画像解析から微粒子の飛散挙動を評価した。 

2. 高速度カメラによる撮影と画像解析 

通常、対象物にレーザーを照射した場合、照射部から発生するレーザー誘起プ

ルーム等の発光により、発生する微粒子の評価が難しいが、本研究では、試験体を

挟むようにレーザー照明と高速度カメラを設置し、高速度カメラの先端に取り付け

たバンドパスフィルターで、照明の波長のみを透過させてシャドウグラフ撮影を行

い、レーザー誘起プルーム等の発光を除外した。図 1(a)はシャドウグラフ撮影によ

るレーザー照射中の画像であり、レーザー照射前の画像を用いてバックグランド除

去を行い二値化することで、図 1(b)のように微粒子を可視化した。 

3. 結論 

シャドウグラフ撮影及び画像解析により、微粒子を評価できる見通しを得た。 
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図 1 照射中の様子 
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